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層の下位の地層は明化鎮層(Ｎ2層)です． 

図４・２Ｃは，保定から滄州を通って渤海湾

岸にいたる断面です．Ｑ1層は，山麓沿いに

非常に厚い２層の氷河成・融氷流水成層をは

さみ，また滄州の東では２層準に凝灰岩層を

はさんでいます．海成層は，Ｑ1層・Ｑ2層・Ｑ3

層に各２層，Ｑ4層に１層はさまれます．後

期更新世(Ｑ3)の海が内陸深くまで入り込ん

でいるのが目立ちます．Ｑ1層の下位には明

化鎮層(Ｎ2層)が伏在します．大規模な断層

としては，山麓部にＱ1層を切る東落ちの断

層，滄州と海岸の間には，Ｑ1層・Ｑ2層を切

る西落ちの断層，小規模なものとしては，滄

州とその西にＱ1層を切る２本の断層が認め

られています． 

図４・２Ｄは，石家荘から斉河にいたる華北

平原のほぼ中央部を北西－南東方向に切る断

面です．ここでは，西縁には太行山脈山麓沿

いにＱ1層を切る東落ちの断層，東縁には沂

蒙泰山地山麓沿いにＱ1層・Ｑ2層を切る西落

ちの断層が伏在していて，両断層間の地域の

沈降している様子がわかります．また，この

沈降域ではＱ1層の下位に明化鎮層(Ｎ2層)が

伏在するのに対し，東縁の断層の東側ではＱ2

層・Ｑ3層・Ｑ4層が新第三紀層(Ｎ層)を不整

合におおっています．西側の山麓沿いには，

Ｑ1層中に２層の厚い氷河成・融氷流水成層

がはさまれます．海成層はどの層準にもみら

れず，この地域には第四紀の海は入っていま

せん． 

図4・2Ｅは，鄭州から商丘・徐州・灌南を通

って黄海に抜ける断面です．さきの地区名で

いうと，黄河平原・蘇北丘陵・蘇北平原をほ

ぼ東西に貫いた断面です．中国東部大平原は

新郷－商丘のラインを境に南北に分けられ，

南の方が第四紀層が薄くなりますが，この図

を上述の４つの図と比べれば，そのことがよ

くわかると思います． 

黄河平原下の第四紀層は，東西両縁が断層に

境された沈降域に堆積しています．Ｑ1層は，

その基底が一般に200ｍ深ほどで，鮮新統の

明化鎮層(Ｎ2層)をおおっています．ただ西

部にはＱ1層を切る断層によって形成された

300ｍ深以上の最大沈降域があって，前期更

新世(Ｑ1)の厚い氷河成・融氷流水成層が堆

積しています．黄河平原には海成層はみられ

ません． 

蘇北丘陵では第四紀層は最も薄く，その層厚

は最大でも50ｍほどです．蘇北丘陵地域の西

縁の徐州付近には，Ｑ2層・Ｑ3層・Ｑ4層を

切る西落ちの断層があって，Ｑ2層が新第三

紀層(Ｎ層)を不整合におおっています．徐州

の東方ではＱ3層・Ｑ4層が薄く分布している

にすぎませんが，本丘陵東縁の駱馬湖付近に

は第四紀(Ｑ1～Ｑ4)を通じて活動した５本の

断層があって，Ｑ1層からＱ4層がみとめられ

ています．この断層密集帯では，Ｑ1層は新

第三紀層(Ｎ層)をおおい，第三紀層(Ｎ層)は

基盤の石灰質岩類(Ｒ1)をおおっています．

この地域にも，第四紀の海は浸入しておりま

せん． 

蘇北平原下の第四紀層は，東部の黄海沿岸部

で厚く，西部にいくほど薄くなります．海成

層はＱ1層・Ｑ2層中に各１層，Ｑ3層中に２

層，Ｑ4層中に１層，全部で計５層の海成層

がはさまれます．上位の海成層が内陸深くに

達しているのが特徴的です．Ｑ1層の下位は

新第三紀層(Ｎ層)の塩成層です． 

《第四紀海進層の対比》 

このように，中国東部大平原の臨海部の第四

紀層には何層もの海成層がはさまれます．中

国の研究者たちは，これらの海成層が堆積し

た各時期の海進に対して，各地域ごとに―

河北平原(天津・北京)・魯北平原(恵民)・蘇

北平原・揚子江三角州といった各地域ごとに

―，それぞれの海進に対して特定の名称を

つけ，それぞれの海進層を対比しています．

これらの対比は，臨海部の150本以上のボー

リング・コアに含まれる微化石の分析にもと

づいて行われております．その結果をまとめ

たのが図４・３です． 

この図に見られるように，中国東部大平原臨 

図 4･3－中国東部大平原(黄淮海平原)の第四紀海進層の対比 
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図 4･4－中国東部海区及び陸域の地形図 
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海部には，前期更新世以降，海進Ｉから海進

Ⅷまでの８回の海進がみられます．これらの

海進による海の環境は，海浜・湾・沿海など

さまざまですが，Ⅰ－Ⅳの海進は大規模でそ

の期間が長く，一方，Ｖ－Ⅷの海進は小規模

で，海進の範囲も限られています． 

また海進Ⅳを除き，海進Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ｖ・Ⅵ 

・Ⅶ・Ⅷは，いずれも温暖な間氷期に起こっ

ていますが，最寒冷の氷期Ⅲ(中期更新世)に

起こった海進Ⅳ(嘉定海進)は揚子江三角州だ

けにみられ，これは基盤の沈降に起因する海

進と考えられています．なお，海進Ⅷの年代

が約220万年前，海進Ⅶの年代が約180万年前

という点も注目されます． 

ご存じのように，大阪層群の海成粘土層は前

期更新世の約120万年前頃のＭａ-1層からは

じまって，縄文海進のＭａ13層まで計15層を

数えます．これに比べると中国での海進は，

約220万年前頃にはじまって，それ以降，完

新世の海進まで８回にすぎず，ずいぶんと少

なく感じられます．しかし，大阪層群の海成

層が，中国の第四紀海進層とどのように対比

されるのか，という年来の課題に対して，中

国東部大平原の第四紀海進層を対比したこの

研究(図４・３)は確実な足掛かりを与えてい

て，今後の研究に大きく寄与するでしょう． 

②渤海・黄海・東海(東シナ海)大陸棚の形成 

以上のように大平原臨海部では前期更新世以

降，８回の海進がみられます．一方，大平原

の東側の海域，渤海・黄海・東海(東シナ海)

の海底下にも，もちろん第四紀の河湖成層や

海成層が分布しており，これらは主として海

底ボーリングによって調査・研究されていま

す．それで次に，陸域と海域下にみられる海

進層の関係をみようと思いますが，ただその

前に，この海域に広がる大陸棚の形成につい

て一瞥しておく必要があるでしょう． 

琉球列島の南東側の海底には，水深が7,000

ｍをこえる琉球海溝があります．また琉球列

島の西側の海底には，列島とほぼ平行して沖

縄舟状海盆(沖縄トラフ)が延びています．沖

縄舟状海盆は，その水深が南部で2,000ｍ深， 

 図 4･5－中国東部海区及び燐域の新生代盆地図 
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図 4･6－中国東部海区及び燐域の新生代盆地の地質断面図 
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中部で1,000ｍ深をこえ，北部では約500ｍ深

で，南端の台湾の東方から北端は九州の西方

にまで延びる長大な海底のくぼみです．この

沖縄舟状海盆の西側に広がる海域，すなわち

渤海・黄海と東海(東シナ海)陸架(大陸棚)は，

水深200ｍ以浅の緩傾斜の海底となり，広大

な大陸棚を形成しています(図４・４)． 

1960年ごろから中国地質鉱産部は，中国海区

大陸棚での海底油田開発のために，海洋地質

調査・海洋物理探査・海底ボーリングをおこ

なってきております．その研究結果の概要は

1992年に，劉光鼎主編「500万分の１中国海

区及び隣域地質・地球物理系列図・同説明書

(中国文)」として公表されております．また，

近年，中国科学院海洋地質研究所・中国地質

鉱産部海洋地質研究所(青島)などは，海底下

の第四紀層の調査をおこなって，渤海・黄海 

・東海などについての研究結果を公表してお

ります．以下，これらにもとづいて説明しま

す． 

渤海・黄海から，東海(東シナ海)陸架(大陸

棚)にかけて広がる大陸棚の形成には，中国

東部大平原とほぼ同じような形成過程がみら

れます．この地域でも，中生代後期の地殻変

動(燕山変動)が起こり，そのご，古第三紀に

始まる運動にともなって多くの堆積盆地が発

生します．すなわち，渤海湾盆地，北黄海盆

地，南黄海北部盆地，蘇北－南黄海南部盆地，

東海陸架(大陸棚)盆地が沈降し，それぞれの

盆地には，古第三紀の厚い地層が堆積します

(図４・５，図４・６)． 

そのご，新第三紀・第四紀には，これらの盆

地を含めた広域的な沈降が生じ，現在見るよ

うな大陸棚が形成されます．この過程が，中

国東部大平原とほぼ同じであることは，渤海

湾盆地の分布が河北平原・黄河平原にまで及

び，蘇北－南黄海南部盆地が蘇北平原に入り

込んでいることにもあらわれています．以下，

各堆積盆地について簡単にふれます． 

(a)渤海湾盆地 

先震旦系－中生界の基盤岩類をおおって，お

もに河湖成層からなる最大層厚10,000ｍ以上

の新生代層が堆積しています(図４・６)．主

要な含油層は古第三紀始新世・漸新世の地層

で，勝利油田もこの地層中から開発されたも

のです．第四紀層は，河湖成層と海成層から

構成されていて，その最大層厚は660ｍです． 

(b)北黄海盆地 

基盤岩類は先震旦系－中生界で，新生代層の

層厚は2,000ｍをこえます．新第三紀－第四

紀層の厚さは約500～600ｍです． 

(c)南黄海北部盆地 

震旦系(12億～９億年前)と中生界の白亜系の

基盤岩類をおおって，最大層厚5,000ｍをこ

える新生代層が堆積しています．第四紀層の

層厚は200～300ｍです． 

(d)蘇北－南黄海南部盆地 

基盤岩類は古生界の二畳系と三畳系です．新

生代層は，おもに河湖成層からなり，その最

大層厚は5,000ｍをこえます(図４・６)．古第

三紀の始新世・漸新世の地層には含油層がは

さまれます．第四紀層は河湖成層と海成層か

らなり，層厚は200～300ｍです． 

(e)東海陸架(大陸棚)盆地 

基盤岩類は，原生界の片麻岩と中生界の白亜

系で，新生代層の層厚は13,000ｍをこえてい

ます(図４・６)．古第三紀の暁新世・始新世

の地層は海成層，古第三紀末の漸新世の地層

は湖成層，新第三紀の中新世・前期鮮新世の

地層は河湖成層です．新第三紀の後期鮮新世

から第四紀にかけての地層は，海成・陸成互

層から海成層へと移り変わります．なお，始

新世・漸新世・中新世の地層には石油性天然

ガスが含まれます.第四紀層の層厚は，375～

455ｍにすぎません． 

(f)沖縄舟状海盆 

なお，東海陸架(大陸棚)盆地の東側の沖縄舟

状海盆では，基盤の上部古生界と中生界変質

岩を不整合におおって，新第三紀層・第四紀

層が堆積していて，その最大層厚は10,000ｍ

をこえています．中新世の地層は陸成・浅海

成・半深海成，鮮新世の地層は浅海成・半深

海成，第四紀層は浅海成です．第四紀層の最

大層厚は3,000ｍにも達しています．沖縄舟

状海盆には古第三紀層がみられず，この海盆

は中新世に形成されはじめたことがわかりま

す(図４・６)． 

このように渤海・黄海から東海(東シナ海)に

かけての大陸棚では，第三紀を通じて形成さ

れた堆積盆地を埋積している最大層厚10,000

ｍをこえる第三紀層(古第三紀層・新第三紀

層)の上を，厚さ数100ｍの第四紀層がおおっ

ています．その第四紀層は，大平原下の第四

紀層と同様に，第三紀堆積盆地の発達しなか

った大陸棚地域にも同じように分布し，大陸

棚のほぼ全域を広くおおっているわけですが，

しかし，基盤が露出している場所も知られて

います． 

まず渤海湾盆地と北黄海盆地の間にある渤海

海峡の廟島群島には，震旦系が露出していま

す．また図４・５に示すように，朝鮮半島西

端沖の白亜系と暁新統からなる大黒山群島と

杭州湾口の上部ジュラ系からなる舟山列島を

むすぶ線(黄海・東海の境界)上の海底表層か

らは，古第三紀層の岩片が採取されています．

さらに東海陸架(大陸棚)盆地域と同域東縁の

海底表層からは新第三紀層の岩片が採取され

ています．こうしてみますと，この大陸棚に

は，沈降帯と断層だけでなく隆起帯も存在し，

それらの地質構造の主要方向は，北東方向な

いし北北東方向であることがわかります． 

③中国東部大陸棚地区の第四紀海進層 

この大陸棚下の第四紀層とその海進層につい

ての研究には，1991年・1993年に刊行された

楊子 ・林和茂氏の「中国東部の第四紀進程

と国際対比(英文・中国文)」があります．以

下，主としてこれにしたがって述べます． 

《黄海海底下の第四紀海進層－標準層序断面

としてのＱＣ２海底ボーリング－》 

南黄海南部とその海岸域では，ＱＣ１－ＱＣ

５の５本の海底ボーリングがおこなわれてい

ますが，そのうち，最も代表的なボーリング

は，蘇北－南黄海南部盆地の北東縁の水深50

ｍの海底でおこなわれたＱＣ２ボーリングで

す(図４・７)．このボーリングは，海底から

の掘削深度が108.8ｍ，８つの海進層をつら
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ぬき，その下底がオルドバイ正磁極亜帯に達

しているので，中国沿岸地域の第四紀海進累

層の模式断面とみなされています．８つの海

進層は，図４･７と図４･８に示すように，上

位から，黄海海進(Ｈ)Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ｖ・

Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層と名づけられています． 

黄海海進Ⅰ層(ＨⅠ層)： 

ＨⅠ層は厚さ17.8ｍで，0～17.8ｍ深にあり

ます．黄海海進Ⅰ(ＨⅠ)は完新世の海進です． 

黄海海進Ⅱ層(ＨⅡ層)： 

ＨⅡ層は18.5～28.9ｍ深の間にあり，厚さ1.3

ｍの陸成層により，下位のＨⅡ1層と上位の

ＨⅡ2層に分けられます．黄海海進Ⅱは後期

更新世末(21,000～29,000年前)の海進です． 

黄海海進Ⅲ層(ＨⅢ層)： 

ＨⅢ層は厚さ0.5ｍ，31.1～31.6ｍ深にあり

ます．黄海海進Ⅲ(ＨⅢ)は後期更新世後半の

軽微な海進で，海域だけにみられます． 

黄海海進Ⅳ層(ＨⅣ層)： 

ＨⅣ層は厚さ21.1ｍ，33.2～54.3ｍ深にあり

ます．黄海海進Ⅳ(ＨⅣ)は後期更新世の前半

(75,000～127,000年前)の顕著な海進と考え

られています． 

黄海海進Ｖ層(ＨＶ層)： 

ＨＶ層は厚さ7.7ｍ，54.4～62.1ｍ深にあり，

中期更新世の地層とされています． 

黄海海進Ⅵ層(ＨⅥ層)： 

ＨⅥ層は厚さ11.2ｍ，63.4～74.6ｍ深にあり，

中期更新世の地層とされています． 

黄海海進Ⅶ層(ＨⅦ層)： 

ＨⅦ層は厚さ11.5ｍ，79.8～91.3ｍ深にあり，

ハラミロ正磁極亜帯から松山・ブリュンヌ境

界(73万～93万年前)にわたっています．本層

は，前期更新世の地層です． 

黄海海進Ⅷ層(ＨⅧ層)： 

ＨⅧ層は厚さ約２ｍ，106.9～108.8ｍ深にあ

り，その下限はオルドバイ正磁極亜帯中にあ

ります．本層も前期更新世の地層で，その年

代は約170万年前と考えられています． 

なお，前述した大平原沿岸部の第四紀海進層

を対比した図４・３では，前期更新世に３回

の海進がみられますが，この黄海海底下では， 

図 4･7－ＱＣ２ボーリングの地質柱状図
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前期更新世の海進は，黄海海進Ⅶ・Ⅷの２回

だけです．ＱＣ２ボーリングでは，その下底

がオルドバイ正磁極亜帯に達した部分で止ま

り，それより下位の河北平原・魯北平原にみ

られる約220万年前の渤海海進は確かめられ

ておりません． 

《渤海海底下の第四紀海進層》 

渤海とその沿岸部には，層厚300ｍ以上，最

大550～660ｍに達する第四紀層が堆積してい

ます．渤海海底下の第四紀層の代表的なボー

リングは，渤海中央部の水深約27ｍの海底で

おこなわれたＢＣ１ボーリングで，掘削深度

は240.5ｍです(図４・５)．ＢＣ１ボーリング

では，海進層は，上位よりＭ１Ｆ層，Ｍ２Ｆ

層……Ｍ７Ｆ層と名づけられ，黄海海進と対

比されています(図４・８)． 

Ｍ１Ｆ層(0～8.6ｍ深)＝Ｍ１Ｆ海進は完新世

の黄海海進Ⅰ(ＨⅠ)に対比されます． 

Ｍ２Ｆ層(41.1～49.2ｍ深)＝Ｍ２Ｆ海進は後

期更新世末の黄海海進Ⅱ(ＨⅡ)に対比されま

す． 

Ｍ３Ｆ層(79.6～104.5ｍ深)＝Ｍ３Ｆ海進は

後期更新世の後半の黄海海進Ⅲ(ＨⅢ)に対比

されます． 

Ｍ４Ｆ層(116.5～141.9ｍ深)・Ｍ５Ｆ層(150

～177.5ｍ深)・Ｍ６Ｆ層(188～201ｍ深)＝Ｍ

４Ｆ・Ｍ５Ｆ・Ｍ６Ｆ海進は，後期更新世前

半の黄海海進Ⅳ(ＨⅣ)に対比されます． 

Ｍ７Ｆ層(220.0～233.5ｍ深)＝Ｍ７Ｆ海進は

中期更新世の黄海海進Ｖ(ＨＶ)に対比されま

す． 

さきに述べたように，河北平原・魯北平原に

は，前期更新世に３回の海進がみられます．

しかし，渤海海底下の掘削深度240.5ｍのＢ

Ｃ１ボーリングでは，これらの海進層は確か

められておりません． 

《東海(東シナ海)大陸棚下の第四紀海進層》 

杭州湾と同湾以南の東海(東シナ海)大陸棚海

域では，ボーリングによって３層の海進層の

存在が知られています．また音波(地震)探査

の結果によると，同海域の杭州湾口と奄美大

島の中間の大陸棚下では，厚さ100ｍをこえ

る第四紀層が12層に分けられ，海成層は上位

よりⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ・Ｖ・Ⅵ層と名づけられ

ています．それらの海成層は，図4・8に示す

ように， 

Ⅰ層＝黄海海進Ⅰ(ＨⅠ) 

Ⅱ層＝黄海海進Ⅱ(ＨⅡ) 

Ⅲ層＝黄海海進Ⅲ(ＨⅢ) 

Ⅳ層・Ⅴ層＝黄海海進Ⅳ(ＨⅣ) 

Ⅵ層＝黄海海進Ｖ(ＨＶ)に対比されています．

この音波探査結果では，より下位の黄海海進

Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層は確かめられていません． 

《東海(東シナ海)大陸棚下の鮮新・更新統》 

東海(東シナ海)大陸棚海域の石油探査のため

のボーリングについては詳しくは公表されて

いませんが，その概要報告やいくつかの研究

が公表されています．これらによりますと，

同海域に広く分布している第四紀層（更新統 

・完新統）は東海群(群＝層群)と呼ばれ，そ

の層厚は一般に300～400ｍ，最大500ｍで，

下位から上位にむかって，海陸過渡層（海成 

・陸成互層）から海成層に移り変わります．

また，第四紀層に整合におおわれている鮮新

統の三潭組(組＝累層または層群)は，層厚が

西部では300～500ｍ，東部では1,000～1,500

ｍに達しています．三潭組の下部(下部鮮新

統)は陸成層，同上部(上部鮮新統)は海陸過

渡層(海成・陸成互層)です． 

東海(東シナ海)大陸棚海域では，第四紀層の

基底(東海群の基底)は，海生浮遊性のグロボ

ロタリア・トランカトリノイデスが出現する 

図 4･8－中国東部大陸棚地区の第四紀海進層の対比 
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層準（オルドバイ正磁極亜期の海進とみなさ

れている）におかれています．したがって，

東海(東シナ海)大陸棚下の第四紀層(東海群)

に，黄海海進Ⅵ・Ⅶ・Ⅷ層(ＨⅥ・ＨⅦ・Ｈ

Ⅷ層)がはさまれているのは間違いないでし

ょう． 

以上をまとめますと，東海(東シナ海)大陸棚

海域における鮮新世以降の地層の層相は，下

部鮮新統が陸成層，上部鮮新統から下部・中

部・上部更新統が海成・陸成互層，完新統が

海成層，と変遷したと考えられます． 

④瀬戸内沈降帯西部と中国大陸・朝鮮半島間

の陸橋問題 

つぎに，日本海海底下の地層から推定される

日本海の環境変遷という側面から，瀬戸内沈

降帯西部と中国大陸・朝鮮半島間の陸橋問題

について考えてみます． 

多田隆治氏は，1993年に「新生代における地

球表層環境変化と日本海」という論文を発表

しております．それによりますと，国際深海

掘削計画(ＯＤＰ)の日本海深海掘削(最深掘

削は海底下900ｍ深)は６つの地点でおこなわ

れ，海底下の第四紀から新第三紀中新世にわ

たる地層について研究がおこなわれています．

これらの地層は，上位より，ユニット１・２ 

・３・４・５・６に分けられ，各ユニットの

境界の年代は， 

ユニット１/２境界＝約250万年前 

ユニット２/３境界＝570～680万年前 

ユニット３/４境界＝約1,000万年前 

ユニット４/５境界＝1,400～1,500万年前 

ユニット５/６境界＝1,700～1,800万年前 

と見つもられています． 

これらのユニットのうち，ユニット２は珪藻

質堆積物からなりますが，それらの珪藻種の

ほとんどが寒冷系のものです．これは，前期

鮮新世には西南日本と朝鮮半島が陸続きとな

り，朝鮮海峡からの暖流系の流入が断たれ，

ユニット２の上部(約350万年前)，すなわち

後期鮮新世になって，ようやく朝鮮海峡から

暖流系の流入がみられるようになったためと

考えられています． 

ユニット１は明暗互層の堆積物からなり，約

120万年前の層準を境にして，上位の明暗の

コントラストの強いユニット１ａと，下位の

明暗のコントラストの弱いユニット１ｂに２

分されています．明暗互層の明部は間氷期，

暗部は氷期を示しているので，日本海では，

約120万年前頃から氷河性海面変動の影響が

大きくなったと結論されています． 

また鎮西清高氏は，1993年の論文「新第三紀

における日本列島海域の古環境」のなかで，

大桑・万願寺動物群（石川県の金沢周辺及び

秋田県の万願寺付近から多産，鮮新世・前期

更新世の寒冷系貝化石群）や，新大桑動物群

（大桑・万願寺動物群より上位にあって，温

暖帯の種を主とする貝化石群）など，おもに

員化石群集の研究にもとづいて，鮮新世・更

新世の日本海域の古地理について，次のよう

に述べています． 

「おそらく120万年以前には，日本海は外

洋水の流入が少なく，太平洋から相対的に

孤立していたであろう．それが，120万年

前頃から氷河性海面変動の振幅が大きくな

り，同時に朝鮮海峡の開口部が拡大されて，

高海水面期には東シナ海を経由して暖流系

水が流入する……．日本海では，前期更新

世の後半の120万年前頃から，現在とよく

似た海が間氷期に出現するようになった…

…」． 

つまり，ＯＤＰ日本海深海掘削コアの珪藻化

石群集と日本海沿岸の日本の鮮新・更新統の

貝化石群集からみて，前期鮮新世には大陸と

西南日本は陸続きであり，後期鮮新世には朝

鮮海峡から日本海へ暖流が流入するが，前期

更新世のはじめになっても，なお日本海は太

平洋から相対的に孤立していた．前期更新世

の後半の約120万年前頃から，氷河性海面変

動にともなって，間氷期に暖流が本格的に日

本海に流入するようになったのです． 

朝鮮海峡から日本海への暖流の流入の問題は，

西南日本と大陸との陸橋問題でもあります．

さきに述べたように，中国の研究者たちは，

東海(東シナ海)大陸棚下の鮮新世以降の地層

の層相について，下部鮮新統が陸成層，上部

鮮新統と下部・中部・上部更新統は海成・陸

成互層，完新統は海成層としています．これ

は，いま述べた日本海の研究から得られた古

環境の変遷とも矛盾しません． 

もちろん現在では，まだ東海(東シナ海)大陸

棚下の地層についても，また朝鮮海峡海底下

の地層についてもデータは不十分です．しか

し少なくとも，西南日本と大陸とは，鮮新世 

・更新世には，何度となく，朝鮮海峡から東

海(東シナ海)，黄海，渤海にかけて広がる大

陸棚を陸橋として，陸続きであったと結論す

ることができます．そして，揚子江(長江)水

系・黄河水系は，この陸続きとなった大陸棚

域を南流していたでしょう． 

鮮新世から前期更新世のはじめにかけて，瀬

戸内地域を西流した古瀬戸内河湖水系が，九

州西方の大陸棚域で揚子江(長江)水系・黄河

水系と合流していたのか，あるいはこれら３

つの大水系は，沖縄舟状海盆に位置していた

海にそれぞれ別々に流入していたのか，その

あたりのことは，現在はまだよくわかりませ

ん．それは，将来の調査・研究にまたねばな

らない問題です． 


